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食塩-5.0g~ 蒸溜水ー10∞cc， pH 7.O. 
・日本理事項E公枇岡山たばこ賦殿場技師
ca学研究集40~診第 H量 7-12頁 1951) (.7) 
測定用ペトリ血:内径 7.0cm底面平滑白色のものを使用す。



















して 240Cで最高の O.1527gの菌体重量を示した。 270Cで O.1383gと精低下し泊。Cではよ -
P減退して、 O.1213gを示し、 330Cから再び上昇し始めて360CではO.1512gとなり、 240C





瀦液中 酋体内 起始 培p養H液 水溶性毒素抗菌力慨 抗菌t.J慣 pH (培養液の色〉
O.O~.SG K E凶削.10CC 。 土 7.0 6.3 Buff戸Uow
15。 0.0693 0..205 1.7 7.0 6.8 Buff yellσw 
加。 0.1237 1.188 3.3 7.0 6.0 Apri四 tyel10w 
?4" 0.1527 1.624 3.1 7.0 5.4 C8dmium yellow 
2'10 0.1383 0.5 0.4 7.0 7・4 ， Orange 
初。 0，1213 {子 。 7.0 8.. Vin由ceousrufous 
33。 0.1344 。 。 1.0 8.8 UJ省1ge
380 0.1512 。 。 7.0 8.8 Raw sienno. ・ 
401> 0.1378 。 。 7.0 8.8 Ma.rs yelJow 






























は金〈抗菌カ慣は認められや150Cで o205mm (阻止帯の幅を示す、以下同巳〉で 200Cで
1.1回mmとたって上昇し、 240C で最高の 1624mmを示してゐる。衣I'C.270Cでは輔低下
して、 O.5mmを示し、泊。C以上の温度では殆んE抗菌カ僚は認められなかd'k，。叉菌体内
の抗菌カ慣を測定した結果ではlOoCI'C.於ては発育不良で所要の菌体紛末を採集するととが出





























主街鍵期間 C発前体育程度 堵集措償置司書体内 堵p費H量波 書量宵程度 矯E自養力液首説孫内緒p袋H詰E重量〉抗菌力 説前力慣 〈富町体. • 量)t 倶 官官力側
m 自 箇 0.112幅 。 。 7，'6 0.1側O 。 。 7.6 
20 日 日 0.1392 。 1.6 5.6 0.1666 。 。 7.8 
25 臼 自 0.15月4 0.67 2.74 5.4 0.1667 。 。 8.2 
30 日 日 0.1855 1.64 3.2 5.4 0.1668 。 。 再.8
註起始 pH 7.0 
莞育め時間的消長は10日自に於ては400Cで O.l66g(薗体重)240Cで 0.112g.初日自に於
ては鞘両温度の差異は縮少し 400Cでは殆んど櫓量がts..く 0.1666gで 240C-:eはO.1392gとな
ってゐる骨 25日目の結果では 400Cは士曾量なく 240Cが0.1日4gとなり其の差は僅かになっτ
ゐる。しかしてぬ日固に於ては遁に 240Cの方会竜太となり 0.1邸5g，を示して居るふ叉培養日
数の経過するにつれて埼養液の pH僚は 400Cκ於ては益hゲルカリ性を示し、 240CI'L於て












養基は・270じと同じく Orangeを呈する。 360Cでは菌体色素はかなり低下し樗養基は Raw
siennaとたる。 400Cでは菌体色素はわす=かに認められ培養基は Marsyellowを呈ずる。
4.輸 積












































(1)筆者等はトマト脅枯病菌 Bact.Solanacearum E. F. Smith. tL.対し強力な拾抗作用者=
有する放射献菌1154号薗の各温度に於ける抗菌物質生成の消長に就ぎ埼整基上に於て実験を試
みた。培養基は熊糖カ日用馬鈴薯煎汗を使用し 100，150，200，240，270，加。， 330 1.360， 
400， 450C.の各温度に約1b-月培養‘モの溌育を調査し Papermethodによ b抗菌カ債を
検定し九
(2)各温度による発育は 100Cにて培養したものが最低で菌体重量(以下同じ)0.0586gそ
れから 24~C 迄発育は除均に上昇し、 240C に於て最高の 0.1527g の菌体を生産し、 270C ，









(5) 24。及び却。Crc.於芳熔養後10日目、 20日目、 25日目及び30日目と発育温程に於ける抗菌




('1) Gause. C. F (1948) : Gramicidin S. L倣鴎t，215: 46 (2)西村・中島 (1949)lグヲム陽
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